
 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

 



令和6年1月22日

協議会名：

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①運行事業者 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地方運輸局等における
二次評価結果
（関東運輸局）

令和５年度　地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（地域公共交通計画／生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

龍ケ崎市地域公共交通協議会

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

（協議会による一次評価の際は記入不要）

・市広報紙への利用促進記事
の掲載等により、利用促進を実
施した。
・利用者の移動手段の確保と、
市内における交通空白地域が
発生しないよう運行を継続し
た。

・令和６年度計画においては、
これまでに引き続き「乗合率」を
目標に記載したほか、令和５年
３月に策定した「龍ケ崎市地域
公共交通計画」に基づき、「年
間利用者数」、「利用者１人１回
あたりの公的資金投入額」を新
たな目標として追加した。

有限会社佐貫タクシー
布川交通株式会社

運行系統名：
　龍ケ崎市乗合タクシー
営業区域：
　龍ケ崎市内全域
運賃：
　500円
運行日：
　全日（1月1日～１月３日を除
く）
運行時間帯：
　８時３０分（１便目）～
１８時３０分（８便目）

新型コロナウイルス感染症の５類
移行を受け、利用者の回復が見込
まれるが、今年度からの移行であ
ることから、利用者数の増加につ
いては未知数と考えられる。
また、需要の多い目的地の追加に
ついて事業者と協議したものの、
乗合タクシーの利便性向上による
既存公共交通利用者の減少、さら
には乗合タクシー事業の負担増加
による一般タクシー事業の圧迫な
どの懸念が浮き彫りとなったことか
ら、引き続き時間をかけて事業者と
対話を続けていく必要があると考
える。
当事業については、市内に公共交
通空白地域が発生しないよう継続
させていくとともに、他の公共交通
機関との役割分担を明確にしなが
ら、引き続き当市にふさわしい事業
の在り方を検討していく。

事業が計画に位置付けら
れた目標を達成できない点
があった。

目標：乗合率３０．０％
実績：２７．３％（令和４年度
実績）
分析：昨年より回復傾向が
みられたが新型コロナウイ
ルス感染症の影響による利
用者の減少が主な理由とし
て考えられる。

B
事業が計画に位置づけら
れたとおり、適切に実施さ
れた。

A



地域の交通の目指す姿

（事業実施の目的・必要性）

 龍ケ崎市は、分散する４つの市街地とその周辺の集落部分からなる都市構造を有しており、それぞれの市街地が特徴を

持つようなまちづくりを進めている。そのため、市民の移動における目的地が、ひとつの市街地に集中しないことが大き

な特徴であり、市街地間や市街地とその周辺集落とを結ぶ地域公共交通の充実が必要となる。

 当市の地域公共交通は、全国的にも珍しい市内完結型路線の関東鉄道竜ヶ崎線に加え、路線バス、コミュニティバスの

ネットワークが市の大部分をカバーして市民の足となっている。しかしながら、路線バスとコミュニティバスのネット

ワークにおいても、全ての地域をカバーできていないこと、一路線あたりの運行時間が⾧いこと、バス停留所までの移動

が困難な高齢者等の移動手段の確保が必要であること等の課題を抱えている。

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

令和6年1月22日

協議会名： 龍ケ崎市地域公共交通協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金





・日別乗客数の平均は11月８.４人、12月１２.２人、1月１３.５人で推移
・曜日別は、週初・週末が多い傾向にある。

日別乗客数推移（運行開始～1/16） 2024年1月

Next Mobility Co., Ltd. 2023, Proprietary and Confidential 1



・運行開始後、登録者数は順調に増加。一方で足元の増加数は鈍化
・1月以降は１日当たり３.５人の新規登録がある。

登録者数（運行開始～1/16） 2024年1月

Next Mobility Co., Ltd. 2023, Proprietary and Confidential 2



・50代が20％で最多だが、40,60,70代は15％、30代は13％と大きな偏りはない。
・高齢者の割合に関しては、60代以上で4割を占める。
・男女別では男性の方が多い傾向。80代は男女の利用者数は拮抗している。

のべ利用者/登録者内訳（年齢） 運行開始～1/16

Next Mobility Co., Ltd. 2023, Proprietary and Confidential 3

2024年1月

年代別登録割合 年代別のべ利用者数



・65歳以上の総予約数に占める比率を示したもの
・週末に比して平日の高齢者利用率が高い傾向にある。

予約件数推移（高齢者利用率）運行開始～1/16

Next Mobility Co., Ltd. 2023, Proprietary and Confidential 4

65歳以上の総予約に占める比率（予約件数ベース）

2024年1月



・11月の予約ツール別の件数及び予約比率を示したもの。
・アプリ予約が最も多く、次いで電話予約となっている。
・LINE及びWebの予約は限られている。

予約件数推移（ツール別）11月

Next Mobility Co., Ltd. 2023, Proprietary and Confidential 5

2024年1月



・同12月分
・アプリ予約が最も多く、次いで電話予約となっているが電話予約が増えている。
・Webの予約は変わらず少ないが、LINEの予約は一定数見られるようになった。

予約件数推移（ツール別）12月

Next Mobility Co., Ltd. 2023, Proprietary and Confidential 6

2024年1月



・同1月分
・アプリ予約が最も多く、次いで電話予約となっているが拮抗している。
・Webの予約はなく、LINEの予約数に大きな変化はない。

予約件数推移（ツール別） 1月

Next Mobility Co., Ltd. 2023, Proprietary and Confidential 7

2024年1月



・11月はキャンセル率が高かったが12月以降は1～2割程度に落ち着いている。
・キャンセル内訳は「予定の変更」が半数弱を占める。
・その他とノーショー（予約者が来ない）が2割を占めている。

キャンセル状況

Next Mobility Co., Ltd. 2023, Proprietary and Confidential 8

キャンセル数及びキャンセル率 キャンセル内訳

2024年1月



・11月における、30分ごとの平均乗客数を示したもの。
・事前予約は9時台・10時台が比較的多く、午後～夕方の即時予約が多い。

乗車予定時間帯ごとの平均乗客数 11月

Next Mobility Co., Ltd. 2023, Proprietary and Confidential 9

2024年1月



・同12月分
・事前予約と即時予約の比率の傾向は変わらず、9・10時台は事前予約が、午後～夕方は即
時予約が多くなっている。

乗車予定時間帯ごとの平均乗客数 12月

Next Mobility Co., Ltd. 2023, Proprietary and Confidential 10

2024年1月



・同1月分
・事前予約と即時予約の比率の傾向は大きく変わっていない。

乗車予定時間帯ごとの平均乗客数 1月

Next Mobility Co., Ltd. 2023, Proprietary and Confidential 11

2024年1月



・乗車・降車ともに「たつのこまち龍ケ崎モール」がトップになっている。
・商業施設、駅や市役所等の公共施設、病院等の利用が多い。

MP別利用ランキング運行開始～1/16累計

Next Mobility Co., Ltd. 2023, Proprietary and Confidential 12

2024年1月
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生活交通確保維持改善計画（地域内フィーダー系統確保維持計画を含む） 

 

令和４年６月２８日 

 

          （名称）龍ケ崎市地域公共交通協議会          
  

生活交通確保維持改善計画の名称 

  

龍ケ崎市地域内フィーダー系統確保維持計画  

   

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

龍ケ崎市は、分散する４つの市街地とその周辺の集落部分からなる都市構造を有してお

り、それぞれの市街地が特徴を持つようなまちづくりを進めている。そのため、市民の移

動における目的地が、ひとつの市街地に集中しないことが大きな特徴であり、市街地間や

市街地とその周辺集落とを結ぶ地域公共交通の充実が必要となる。 

当市の地域公共交通は、全国的にも珍しい市内完結型路線の関東鉄道竜ヶ崎線に加え、

路線バス及びコミュニティバスのネットワークが市の大部分をカバーして市民の足となっ

ている。しかしながら、路線バスとコミュニティバスのネットワークにおいてもすべての

地域をカバーできていないこと、目的地までの移動に乗継ぎが必要な場合があること、バ

ス停留所までの移動が困難な高齢者等の移動手段の確保が必要であること等の課題を抱え

ている。 

 これらの背景を踏まえ、地域の真のニーズに対応した地域公共交通サービスを目指すた

め、当事業により既存の地域公共交通を補完するシステムである乗合タクシーを運行する

必要がある。 

   

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

・乗合率（一便あたりの利用者数が２人以上の割合）  

２４．２％（令和３年度）→３０．０％ （令和５年度～令和７年度） 

  乗合タクシーの目標値については、令和４年１２月までの利用者数を２，５００人（龍

ケ崎市地域公共交通網形成計画 Ｐ．８３ 参照）としていたが、すでに目標値に達し、

新型コロナウイルス感染症による影響を受けた令和２年度及び令和３年度においては利

用者数の減少が見られたものの、目標値を上回る利用（令和３年度利用者数 ４，３６

２人）が得られた。 
しかし、新型コロナウイルス感染症の感染者数は増減を繰り返しており、感染者数減

少の維持並びに収束が不透明であることから、さらなる利用者数減少の防止及び運行経

費の削減により、持続可能な事業として当事業を継続するため、引き続き乗合率を指標

として設定する。 
新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響の長期化により、乗合タクシーの利用者

数及び乗合率は減少しており、また新しい生活様式の実践が求められる中、当分の間、

公共交通の利用が敬遠される状況が続くと考えられる。そのような中で、積極的に乗り

合い利用の推進を図っていくことは困難であり、また、運行事業者の追加により利用者

の分散も影響していることから、目標値の設定については、上記のとおりとする。 

 

Ryugasakiadmin
テキストボックス

参考資料１



 
（２）事業の効果 

・乗合タクシーは市内のどこからでも出発できるため、路線バスおよびコミュニティバス

ではカバーできず、地域公共交通が空白となっていた地域を補完することができる。 

・高齢者等、交通弱者といわれる方々の移動手段が確保できる。 

・既存のバス交通が利用可能な地域ではあるが、日中の運行便数が少なく、生活交通とし

て利用することが困難だった地域の住民にとっても、利便性を格段に向上させることが

できる。   

  

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

・乗合タクシーのＰＲ活動（運行事業者、龍ケ崎市） 

・運行内容の充実（運行事業者、龍ケ崎市） 

 （龍ケ崎市地域公共交通網形成計画Ｐ．９５）  

   

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運行予定者 

別添の表１のとおり。 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の負担者 

・龍ケ崎市から運行事業者への補償額については、運賃収入、事業者負担（運行経費の１

割）、国庫補助金を運行経費から差し引いた差額分を負担することとしている。 

   

６．補助金の交付を受けようとする補助対象事業者の名称 

・有限会社佐貫タクシー 

・布川交通株式会社 

   

７．補助を受けようとする手続きに係る利用状況等の継続的な測定方法 

 【活性化法法定協議会を補助対象事業者とする場合のみ】 

※該当なし 

８．別表１の補助対象事業の基準二ただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

９．別表１の補助対象事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

※該当なし 

10．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期 

及びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 



 
※該当なし 

11．外客来訪促進計画との整合性 

【外客来訪促進計画が策定されている場合のみ】 

※該当なし 

12．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

別添の表５のとおり。 

 

 

13．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

※該当なし  

 

 

14．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし 

 

 

（２）事業の効果 

※該当なし 

15．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する

費用の負担者【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補

助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

16．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし 

17．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし  



 
18．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

※該当なし 

 

（２）事業の効果 

※該当なし 

19．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

※該当なし  

20．協議会の開催状況と主な議論 

平成２３年１１月１日（平成２３年度第３回）龍ケ崎市地域公共交通会議 

 ・乗合タクシーについての協議 

平成２４年１月３１日（平成２３年度第４回）龍ケ崎市地域公共交通会議 

 ・計画全体について合意 

平成２４年４月２４日（平成２４年度第１回）龍ケ崎市地域公共交通会議 

 ・乗合タクシー運行方針や考え方等、運行に直接的な影響がないような見直しの場合、

事務局により修正し、その後会議において報告することで合意 

令和２年７月２７日（令和２年度第１回）龍ケ崎市地域公共交通会議 

 ・令和２年１０月から運行事業者に布川交通株式会社の加入について承認 

 令和４年６月２８日（令和４年度第２回）龍ケ崎市地域公共交通会議 

 ・地域内フィーダー系統確保維持計画について承認 

 

21．利用者等の意見の反映状況 

住民又は利用者の代表として、市民公募により選出された市民代表委員３名と龍ケ崎市

商工会の代表者が参画する龍ケ崎市地域公共交通協議会（法定協議会）による議論を経て

本計画を作成した。 

 

 

22．協議会メンバーの構成員 

茨城県運輸支局長又はその指名する者 
国土交通省関東運輸局 

 茨城運輸支局首席運輸企画専門官 

茨城県の職員 

茨城県政策企画部交通政策課長 

茨城県竜ケ崎工事事務所長 

竜ケ崎警察署交通課長 

一般社団法人茨城県バス協会の代表者

又はその指名する者 
一般社団法人茨城県バス協会専務理事 

一般旅客自動車運送事業者の事業用自

動車の運転手が組織する団体の代表者

又はその指名する者 

関東鉄道労働組合執行委員長 



 

交通事業者の代表者又はその指名する

者 

関東鉄道株式会社取締役鉄道部長 

関東鉄道株式会社常務取締役自動車部長 

平成観光自動車株式会社営業部長 

有限会社佐貫タクシー所長 

龍ケ崎地区タクシー運営協議会委員 

学識経験者 流通経済大学経済学部教授 

公募の市民 公募による市民委員３名 

市の職員 龍ケ崎市都市整備部長 

その他市長が必要と認める者 
龍ケ崎市商工会事務局長 

ＮＰＯ法人ユーアンドアイ代表（福祉有償運送） 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所） 茨城県龍ケ崎市３７１０番地              

（所 属） 龍ケ崎市都市整備部都市計画課             

（氏 名） 平沢 範明               

（電 話） ０２９７－６４－１１１１              

（e-mail） toshikei@city.ryugasaki.lg.jp              

 
注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によら

なくても差し支えありません。 

また、既存計画部分で生活交通確保維持改善計画の記載項目に合致する部分は、そこから

の転記や、該当部分を明確にした上での添付などにより活用いただいて差し支えありません。 

 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

各記載項目について、地域公共交通計画及び地域公共交通利便増進実施計画を作成して

いる場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節のとおり、等とし

て引用したりすることも可能です。（ただし、上記２．・３．については、地域公共交通計

画及び地域公共交通利便増進実施計画に定める目標、当該目標を達成するために行う事業

及びその実施主体に関する事項との整合性を図るようにして下さい。また、生活交通確保

維持改善計画全体として、協議会における協議が整った上で提出される必要があります）。 

外客来訪促進計画を作成している場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○

○計画△節のとおり、等として引用したりすることも可能です。 

    

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。 

 





電話番号下４桁
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単位：人

路線 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 １日あたり １便あたり

００内 5,696 5,834 6,126 6,153 5,835 5,888 6,172 5,836 5,838 53,378 194.1 9.7

００外 5,722 5,646 5,750 5,932 5,659 5,809 5,751 5,440 5,643 51,352 186.7 9.3

０１南が丘・長沖線 1,016 988 1,016 930 972 919 1,023 1,021 1,046 8,931 32.5 3.6

０２長山・松葉線 2,091 2,208 2,448 2,280 1,982 2,431 2,456 2,353 2,463 20,712 75.3 9.4

０３長戸・白羽線 351 341 320 284 326 342 340 295 306 2,905 10.6 1.3

０４大宮線 565 646 625 628 576 581 543 666 618 5,448 19.8 2.2

０５八原線 251 261 241 201 107 187 235 235 185 1,903 6.9 0.7

０６佐貫・川原代線 820 856 879 844 952 974 984 1,009 867 8,185 29.8 4.3

０７若柴線 886 901 920 1,006 1,079 975 975 846 942 8,530 31.0 4.4

シャトルバス 207 235 217 203 193 181 220 177 193 1,826 6.6 0.7

合計 17,605 17,916 18,542 18,461 17,681 18,287 18,699 17,878 18,101 0 0 0 163,170 593.3 5.5

実運行日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 275

１日あたり（月毎） 587 578 618 596 570 610 603 596 584

〇令和５年度龍ケ崎市コミュニティバス乗車人数推移（ルート別）
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

乗車人員推移

００内 ００外 ０１南が丘・長沖線 ０２長山・松葉線 ０３長戸・白羽線

０４大宮線 ０５八原線 ０６佐貫・川原代線 ０７若柴線 シャトルバス

令和４年度実績 令和３年度実績 令和２年度実績
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２０２３年１１月２１日 

 

 

一般路線バスの減便を伴うダイヤ改正の実施について 
 

関東鉄道株式会社（本社：茨城県土浦市、代表取締役社⾧：松上 英一郎）では、下記の通り減

便を伴うダイヤ改正を実施いたします。 
 
全国の路線バス事業を取り巻く環境は、バス運転士不足やいわゆる２０２４年問題（自動車運転

者の労働時間等の改善のための基準(改善基準告示)改正）により、一層厳しさを増しております。 
 
弊社も例外ではなく、バス運転士の不足は深刻化しておりますが、２０２３年１月の新しい賃金

制度の導入をはじめ、入社祝い金・転居支援金の支給や求人情報の露出強化など、積極的なバス運

転士の採用活動に努めているところです。（別紙資料参照） 
 
しかしながら、２０２４年４月からの改善基準告示改正により、バス運転士の労働時間に関する

基準が厳しくなることから、一層バス運転士不足が顕著になるものと想定しており、今般やむを得

ず減便を伴うダイヤ改正を実施するものです。 
 
ご利用のお客様におかれましてはご不便をおかけいたしますことをお詫び申し上げるとともに、

弊社では、引き続き採用活動の強化に努め、なおかつバス運転士をはじめとした従業員の労働条件

の改善実施により離職を防止し、公共交通の維持に努めてまいります。 

 

１．実施日 

    ２０２３年１２月２０日（水） 
 
２．概 要 

   （１）対象系統  ４９系統 

   （２）減 便 数  平  日 ２３５便（総便数の８．５％相当） 

            土日祝日 １１６便（総便数の６．１％相当） 

    ※上記には、高速バス及び自治体等から受託しているコミュニティバスは含まれておりま

せん。 
 
３．対象営業所 

   （１）守谷営業所（取手・守谷地区） 

   （２）つくば中央営業所（つくば・牛久地区） 

   （３）土浦営業所（土浦・つくば地区） 

   （４）竜ヶ崎営業所（龍ケ崎・牛久地区） 
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４．対象路線 

   ・ 守谷駅西口～美園循環線 

   ・ 守谷駅西口～きぬの里～内守谷工業団地線 

   ・ 守谷駅東口～谷井田～取手駅西口線 

   ・ 取手駅西口～江戸川学園線 

   ・ 取手駅西口～井野団地循環線 

   ・ 牛久駅～谷田部車庫～筑波大学病院線 

   ・ 牛久駅～森の里～緑が丘団地線 

   ・ 牛久駅～桜ヶ丘団地～みどりの駅線 

   ・ 牛久駅～三日月橋生涯学習センター線 

・ 牛久駅東口～さくら台循環線 

   ・ 藤代駅～自由ヶ丘団地線 

   ・ 取手駅～谷井田～谷田部車庫線 

   ・ 水海道駅～みどりの駅～土浦駅西口線 

   ・ みどりの駅～学園並木～土浦駅西口線 

   ・ みどりの駅～農林団地中央循環線 

   ・ 土浦駅西口～阿見坂下～阿見中央公民館線 

   ・ 土浦駅西口～補給処～荒川沖駅東口 

   ・ 土浦駅西口～小岩田循環線 

   ・ 土浦駅西口～烏山団地線 

・ 土浦駅西口～桜ニュータウン線 

   ・ 土浦駅西口～つくばセンター線 

   ・ 土浦駅東口～つくばセンター～つくばテクノパーク大穂線 

   ・ 荒川沖駅東口～県立医療大学線 

   ・ 荒川沖駅西口～つくばセンター線 

   ・ ひたち野うしく駅～つくばセンター線 

   ・ 竜ヶ崎駅～光風台団地入口～取手駅東口線 

   ・ 光風台団地～取手駅東口線 

   ・ 龍ケ崎市駅～ニュータウン⾧山線 

   ・ 龍ケ崎市駅～ニュータウン久保台線 

   ・ 龍ケ崎市駅～白羽一丁目線 

   ・ 藤代駅南口～藤代桜が丘線 

   ・ 牛久駅東口～小坂団地線 
 
５．ダイヤ改正後の運行時刻 

   12 月 14 日（木）までに弊社ホームページおよび関係バス停留所・バス車内に掲出し、お知 

らせいたします。 

 

 

 



 

別紙 関東鉄道におけるバス運転士向けの求人施策等 

 

新賃金制度の導入 

2023 年 1 月より従来型の賃金制度（基本給＋賞与＋諸手当＋退職金）に加え、月々の手取り額

が増えるよう、基本給に賞与や諸手当・退職金に相当する金額が含まれる新賃金制度を導入いたし

ました。 

新賃金制度は、時間外労働分も含めて月収 40 万円以上、年収 500 万円も見込めます。バス運転

士のライフプランに応じて、入社時に従来型、又は新制度の選択が可能である点も魅力のひとつで

す。 
 
多様な働き方が可能な賃金制度 

上記の月給制の賃金制度のほかに時間給制による勤務も可能です。短時間での勤務や、働く日数

を抑えた勤務など、多様な働き方に対応しております。 
 
大型二種免許の取得支援制度 

 バスの運転に必要な「大型二種免許」について、取得費用を会社が全額負担する取得支援制度を

導入しており、未経験の方や異業種からのチャレンジをバックアップしております。 
 
養成バス運転士制度 

 新卒高校生を対象に「普通自動車免許」及び「大型二種免許」の取得費用を会社が全額負担し、

社会経験を積みながら、入社２～３年を目途にバス運転士になることができる制度を導入しており

ます。 
 
入社祝い金及び転居支援金の支給 

 入社時にかかる金銭面の負担を軽減することを目的として、入社祝い金及び転居支援金を支給し

ています。入社祝い金は入社時に所有している免許の種類に応じて最大 30 万円、転居支援金は単

身者は最大 20 万円、家族をお持ちの方は最大 30 万円まで支給しております。 
 
社員寮 

 遠距離にお住まいで通勤が困難な方に対して、社員寮（単身寮又は家族寮）を用意しています。

寮費は単身寮が月額 5,000 円、家族寮が月額 12,000 円としており、住宅費の負担軽減を図ってい

ます。 
 
社員食堂 

 バス営業所には社員食堂を設置しており、栄養バランスを考慮した温かい食事を提供しています。

定食は１食 300 円となっており、物価高騰の中、従業員の負担軽減を図っています。 
 
最先端・多彩なバス車両 

 当社ではスカニア製２階建てバスや、大型 EV（電気）バスなど、最先端かつ多彩なバス車両の

ラインナップがあります。 
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